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加した｡硬性波 ･前隆波は,増加 はみ られず
むしろ減少を示した｡しかしこの硬性波の妊婦
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心 拍 数 bpm
仰 臥 位 i左側臥位 i半 坐 位 l坐 位 仰臥位













































妊 銅 器 ト: :芸 三:-;
112.1±10.7
拡張期f74.8士9.5











拡張町 63･0±13･5 L竺 j=i竺
収縮期 】116.0±15.2 109.0士14.6
拡張期l72.0士11.5 74.1士 9.6
収縮期 t102.0士10.1 i 98.5±6.2


























半 坐 位 j 坐 位
1 104･4± 8･6 (4)
1 66.4士12.3 (6)
119.5士12.0









(4)i 71.0士 6.2 (5)
80.5±6.1 (6)
109.1士12.5 (4)
76.5士 7.4 (8)
116.1±10.0 (-2)
73.3士10.4 (16)
114.1士13.4 (-2)
76.3±10.8 (3)
103.6± 8.2 (1)
78.1士10.2 (12)
増加率-些塾壁垂堅二号里埜生壁 ×100仰臥位血圧
上の妊婦である｡ ③骨盤位である｡｣などいず
れかに属する妊婦であった｡側臥位就寝者の中
で,右側臥位と左側臥位をとる人数の差は認め
られなく,胎向に一致 した側臥位をとることも
なかった｡一般に胎児の大部分の側を下にする
側臥位が,安楽と思われていたが,これとは関
係のない体位で就寝 していた｡
産碍期になると,就寝体位は仰臥位66%,側
臥位13%,きまっていない20%であった｡
以上の結果は,妊娠末期には単に心拍出量が
少ない仰臥位よりも心拍出量が多い側臥位の方
を,生理的に安楽な体位として選んでおり,こ
の仰臥位の心拍出量の低い状態を排 しているの
は,静脈還流低下が母体および妊娠子宮循環に
とって生理的に好ましくないために,妊婦が合
目的に選ぶと考えられる｡
結 論
妊産婦の安楽な体位は,妊産婦白身が安楽で
あるという認識がなければならない｡そのため
には,生体にとって呼吸循琵系の負荷のない体
位であると同時に,妊産婦がその体位に異和感
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がない体位であると考えられる｡ そのような意
味において安楽な体位は,生理的側面と精神的
側面とから追求してゆく必要がある｡今回は,
妊産婦固有の生理的側面より追求すべく,その
循琵動態に着目して,妊婦56名,裾婦58名,罪
妊婦20名を対象に,仰臥位 ･左側臥位 ･半坐位
･坐位の各体位で,右示指の指尖容積脈波と左
上膳の血圧を測定記録して,その分析を行ない,
次の結果を得た｡
1) 容積脈波の正常波は,妊娠末期で44.6%
産裾早期で48.0%であ り,拡張波は妊娠末期
42.8%,産祷早期11.9%であり,妊娠末期には
拡張波が多いことが特徴であった｡
2) 容積脈波の波高は,妊娠28過から34週で
最高値をとり,非妊時の66%を示し,妊娠35週
以後で5%,産祷早期では36%減少 した｡
3) 心拍数は,妊娠28週から34過 86.5±3.8
bpm で最高値であり,非妊時対照群に比し,症
娠28-34過で48%,産裾早期では7.2%増であ
った｡
4) 心拍効果は,妊娠28週以後高値を示し,
妊娠35過以後167.0±12.8が最高で,非妊時の
92.5%増であり,産椿早期には非妊時よりも
31.0%減少 した｡妊娠末期の心拍効果の増加は,
心拍数と心拍出量増加の結果であり,心負担の
増大を示すと思われる｡
5)⑦ 体位について
妊娠末期で波高の最高値を示す妊娠28週から
34週において,左側臥位をとることにより仰臥
位より心拍出量の35%の増加と心拍数の4.3%
の減少,心拍効果32.7%の増加,収縮期血圧7
%,拡張期血圧3%の各々の下降などの変化を
認めた｡これは心拍出量の増加にかかわらず,
血圧は軽度に下降し,血管末栴抵抗の低下によ
る心負担の軽減と拍出効率の好転が推測された｡
また半臥位,坐位により妊娠28週から34週まで
は仰臥位により心拍効果18.6%の増加,収縮期
血圧4%,拡張期血圧6%など血圧の上昇も軽
度であることから仰臥位に比べると心労作の効
率は,良好と思われる｡
㊥ 産椿早期は,波高が低く,拡張波が少な
く,出血,胎児娩出,ホルモンの変動,自律神
経の緊張などの影響をうけて,妊娠時とは全く
異った循琵動態を示すものと思われる｡側臥位,
半坐位,坐位では,拡張期血圧の上昇がみられ
ることより安定した体位は,仰臥位であると思
われる｡
6) 就寝時,一般的に妊婦は側臥位を,祷婦
は仰臥位をとっていた｡側臥位で就寝した妊婦
には右側 ･左側臥位の差はなく,胎向にも関係
がなかった｡
以上より心労作に比し,効率がよく循環動態
が安定して保たれる体位は,妊娠末期において
ほ側臥位または半坐位,産祷早期においては仰
臥位であると云える｡
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